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平成 18 年 3 月期  第３四半期財務・業績の概況（非連結）  平成 18年 1月 31 日 

上場会社名 株式会社タカキタ （コード番号：6325 東証・名証第二部） 

（ＵＲＬ http://www.takakita-net.co.jp ）   

代 表 者 役職名 代表取締役社長 若山 東男 （ＴＥＬ：0595－63－3111） 
問合せ先責任者 役職名 常務取締役   大井 泰嗣 
 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 

  
①会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無 ：有 

  （内容）法人税等の計上基準･････法定実効税率をベースとした年間予測税率により計算しております。
      たな卸資産の計上基準･･･実地たな卸しは行わず、帳簿たな卸しによっております。 
②最近会計年度からの会計処理の方法の変更の有無 ：無 

 
２．平成 18年３月期第３四半期財務・業績の概況（平成 17年 4月 1日 ～ 平成 17年 12 月 31 日） 
  (1)経営成績の進捗状況                            （百万円未満切捨） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期（当期）純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

18 年３月期第３四半期 8,715 △3.3 219 △28.9 229 △26.9 116 △15.2

17 年３月期第３四半期 9,008 △4.2 308 － 314 － 137 －

(参考)17 年３月期 11,493 △4.1 261 △12.0 268 △6.8 128 △4.0

 

 
1 株当たり四半期
（当期）純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり四半期
（当期）純利益 

      円  銭       円  銭 

18 年３月期第３四半期 6.65 － 

17 年３月期第３四半期 8.58 － 

(参考)17 年３月期 7.44 － 

（注）売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期比増減率を示しております。 
 
［経営成績の進捗状況に関する定性的情報等］ 

 当第３四半期におけるわが国の経済は、企業収益の改善を背景とした設備投資の増加等に支えられ、緩
やかな回復基調にあるものの、原油、鋼材価格の高騰等懸念材料もあり依然として厳しい状況で推移しま
した。 
 農業機械業界におきましては、農業就業者の高齢化や農家戸数・耕地面積の減少等農業の構造的な問題
に加え、輸入農産物の増加に伴う価格低迷、米や生乳の生産目標の削減などの問題により、引き続き厳し
い状況が続いております。 
 このような環境のもと、農業機械部門においては、従来主力機種である牧草関連作業機・土作り関連作
業機を中心に営業力の強化をテーマに掲げ、限られた市場の中でシェアアップを図るべく諸施策を実施し
ましたが、売上高は 38 億 65 百万円（前年同期比 0.8％減）となりました。電器音響部門においては、得
意先による部品の海外現地調達化が一段と進んでおり、売上高は 44 億 39 百万円（前年同期比 5.6％減）
となりました。また、軸受部門においては、設備投資回復により受注が増加し、売上高は 4億 9百万円（前
年同期比 0.8％増）となりました。 
 以上の結果、当第３四半期の売上高は 87 億 15 百万円（前年同期比 3.3％減）となりました。利益面で
は、経営の効率化を図るため経費の削減やコストダウン等に取り組みましたものの、資材高騰等の影響を
受け営業利益は 219 百万円（前年同期比 28.9％減）、経常利益は 229 百万円（前年同期比 26.9％減）、四半
期純利益は 116 百万円（前年同期比 15.2％減）となりました。 
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  (2)財政状態の変動状況                            （百万円未満切捨） 

 総資産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本
百万円 百万円 ％ 円  銭 

18 年３月期第３四半期 7,305 4,114 56.3  256.69 

17 年３月期第３四半期 7,562 3,978 52.6  248.83 

(参考)17 年３月期 6,640 3,992 60.1  249.05 

 
 【キャッシュ･フローの状況】                         （百万円未満切捨） 

 
営業活動による 

キャッシュ･フロー
投資活動による 

キャッシュ･フロー
財務活動による 

キャッシュ･フロー 
現金及び現金同等物の

期末残高 
百万円 百万円 百万円 百万円 

18 年３月期第３四半期 △126 △212 335  18 

17 年３月期第３四半期 △178 △216 471  104 

(参考)17 年３月期 203 △251 41  21 

 
［財政状態の変動状況に関する定性的情報等］ 

 当第３四半期末における総資産は、前事業年度末と比較して 664 百万円増加し、株主資本は 122 百万円
増加しました。資産の増加は、設備投資等による固定資産の増加及び受取手形等売上債権の増加によるも
のであります。 
 
【キャッシュ・フローの状況】 
 当第３四半期末の営業活動によるキャッシュ・フローは売上債権の増加や賞与引当金の減少等により126
百万円の減少となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは有形固定資産の取得等により 212 百万
円の減少となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは短期借入金の増加等により 335 百万円の増
加となりました。 
 以上の結果、当第３四半期における現金及び現金同等物は前事業年度末に比べ 3百万円減少し、18百万
円となりました。 
 
 
○添付資料 要約四半期貸借対照表、要約四半期損益計算書、要約四半期キャッシュ・フロー計算書 
 
 

［参考］平成 18年 3月期の業績予想（平成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31 日）   （百万円未満切捨） 
１株当たり年間配当金  

売 上 高     経常利益 当期純利益 
中 間 期 末  

 百万円 百万円 百万円 円 銭 円 銭 円 銭

通   期 11,000 250 120 －   5.00 5.00

(参考)１株当たり予想当期純利益(通期)    6 円 88 銭 
 
[業績予想に関する定性的情報等] 
 上記の予想は、平成 17年 5月 19 日公表の業績予想と変更はありません。 
 
※業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき本資料の発表日現在において入手可能な情

報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後、様々な要因によって記載の予想数値と異なる可能
性があります。 
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〔添付資料〕 

 

1．要約四半期貸借対照表 

（千円未満切捨） 

当四半期 

（平成18年3月期

第３四半期末） 

前年同四半期 

（平成17年3月期

第３四半期末） 

増  減 
（参考） 

平成 17年 3月期科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

（資産の部）   ％  

Ⅰ 流動資産     

現金及び預金 228,697 314,941 △86,244  231,992 

受取手形 950,450 1,050,544 △100,094  633,915 

売掛金 1,035,767 1,174,742 △138,974  917,536 

たな卸資産 1,427,599 1,436,069 △8,469  1,389,456 

未収入金 540,867 658,078 △117,210  528,780 

その他 68,316 76,261 △7,945  107,210 

流動資産合計 4,251,699 4,710,638 △458,938 △9.7 3,808,891 

Ⅱ 固定資産     

建物 611,215 539,862 71,353  524,619 

機械及び装置 383,719 390,448 △6,728  365,394 

土地 536,189 561,286 △25,096  561,286 

投資有価証券 714,628 536,056 178,572  572,084 

繰延税金資産 180,016 261,652 △81,635  250,120 

その他 627,838 562,562 65,275  558,549 

固定資産合計 3,053,609 2,851,867 201,741 7.1 2,832,053 

資産合計 7,305,308 7,562,505 △257,197 △3.4 6,640,945 

（負債の部）     

Ⅰ 流動負債     

支払手形 619,229 719,181 △99,951  464,359 

買掛金 809,212 985,752 △176,540  760,215 

短期借入金 599,996 691,000 △91,004  280,000 

その他 276,987 344,596 △67,608  327,710 

流動負債合計 2,305,426 2,740,530 △435,104 △15.9 1,832,284 

Ⅱ 固定負債     

退職給付引当金 630,140 659,064 △28,923  649,332 

その他 255,589 184,266 71,322  167,205 

固定負債合計 885,729 843,331 42,398 5.0 816,538 

負債合計 3,191,155 3,583,861 △392,706 △11.0 2,648,823 

（資本の部）     

資本合計 4,114,152 3,978,643 135,508 3.4 3,992,121 

負債及び資本合計 7,305,308 7,562,505 △257,197 △3.4 6,640,945 
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2．要約四半期損益計算書 

（千円未満切捨） 

当四半期 

（平成18年3月期

第３四半期） 

前年同四半期 

（平成 17年 3月

期第３四半期） 

増  減 
（参考） 

平成 17年 3月期科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

   ％  

Ⅰ 売上高 8,715,059 9,008,041 △292,982 △3.3 11,493,890 

Ⅱ 売上原価 7,435,367 7,642,528 △207,161 △2.7 9,839,068 

売上総利益 1,279,691 1,365,513 △85,821 △6.3 1,654,821 

Ⅲ 販売費及び一般 

   管理費 
1,060,277 1,057,102 3,174 0.3 1,393,188 

営業利益 219,414 308,410 △88,995 △28.9 261,633 

Ⅳ 営業外収益 42,544 36,159 6,384 17.7 48,060 

Ⅴ 営業外費用 32,177 30,405 1,771 5.8 41,324 

経常利益 229,782 314,164 △84,382 △26.9 268,368 

Ⅵ 特別利益 15,807 189 15,618 8,241.5 386 

Ⅶ 特別損失 17,201 35,777 △18,575 △51.9 37,987 

税引前四半期（当

期）純利益 
228,388 278,577 △50,189 △18.0 230,767 

税金費用 112,086 141,397 △29,311 △20.7 101,799 

四半期（当期）純

利益 
116,301 137,179 △20,877 △15.2 128,968 
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3．要約四半期キャッシュ・フロー計算書 

（千円未満切捨） 

 

当四半期 

（平成18年 3月期

第３四半期） 

前年同四半期 

（平成17年 3月期 

第３四半期） 

（参考） 

平成 17年 3月期 

区  分 金  額 金  額 金  額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期（当期）純利益 228,388 278,577 230,767 

減価償却費 113,544 109,522 157,589 

売上債権の増減額 △479,518 △499,488 303,078 

たな卸資産の増加額 △38,143 △154,214 △107,601 

仕入債務の増減額 204,103 106,877 △369,055 

その他 △28,366 30,020 41,195 

小  計 6 △128,704 255,973 

法人税の支払額 △135,840 △60,816 △60,816 

その他 9,571 11,178 8,667 

営業活動によるキャッシュ・フロー △126,261 △178,342 203,824 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △242,290 △207,197 △219,400 

その他 29,918 △8,861 △32,502 

投資活動によるキャッシュ・フロー △212,371 △216,059 △251,902 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の増加額 290,000 611,000 200,000 

長期借入れによる収入 200,000 － － 

長期借入金の返済による支出 △73,332 △60,000 △80,000 

その他 △81,329 △79,879 △78,151 

財務活動によるキャッシュ・フロー 335,338 471,120 41,848 

Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額 △3,295 76,719 △6,230 

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 21,992 28,222 28,222 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期末残高 18,697 104,941 21,992 

 


